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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年9月6日(2012.9.6)

【公表番号】特表2011-529962(P2011-529962A)
【公表日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【年通号数】公開・登録公報2011-050
【出願番号】特願2011-522104(P2011-522104)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ   5/083    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   5/083   ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    ２０１　
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/34    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月20日(2012.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ
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［上式中、
　Ｘ１、Ｘ２及びＸ３は独立してＯ又はＳであり；
　Ｙは、（ＣＨＲ７）ｎ、Ｏ又はＳであり；ここで、ｎは１又は２であり、Ｒ７はＨ、ハ
ロゲン、アルキル、アリール、アラルキル、アミノ、アリールアミノ、アルキルアミノ、
アラルキルアミノ、アルコキシ、アリールオキシ又はアラルキルオキシであり；
　Ａは、アミノ、ヒドロキシル、メルカプト、ハロゲン、カルボキシル、アミジノ、グア
ニジノ、アルキル、アルコキシ、アリール、アリールオキシ、アシル、アシルオキシ、ア
シルアミノ、アルコキシカルボニルアミノ、シクロアルキル、アルキルチオ、アルキルス
ルフィニル、アルキルスルホニル、アミノスルホニル、アルキルアミノスルホニル、アル
キルスルホニルアミノ又はヘテロ環で置換されていてもよい６員芳香環又は１から４のヘ
テロ原子を含む６員ヘテロ芳香環であり；ここで、各アルキル、アルコキシ、アリール、
アリールオキシ、アシル、アシルオキシ、アシルアミノ、シクロアルキル及びヘテロ環置
換基は、ヒドロキシル、ハロゲン、メルカプト、カルボキシル、アルキル、アルコキシ、
ハロアルキル、アミノ、ニトロ、シアノ、シクロアルキル、アリール又はヘテロ環で置換
されていてもよく；
　Ｒ１はＨであり、又はＲ１及びＲ２が共に５－８員環を形成し；
　Ｒ２は、アルキル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、アリール、アラルキル
、ヘテロ環又はヘテロシクリルアルキルであり；各々がヒドロキシル、メルカプト、ハロ
ゲン、アミノ、カルボキシル、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ又はアルキルチオで
置換されていてもよく；
　Ｒ３はＨ又はアルキルであり；
　Ｒ４及びＲ４’は、独立してＨ、ヒドロキシル、アミノ、アルキル、アリール、アラル
キル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリール、又はヘテロアリール
アルキルであり、ここで、各アルキル、アリール、アラルキル、シクロアルキル、シクロ
アルキルアルキル、ヘテロアリール及びヘテロアリールアルキルは、ハロゲン、ヒドロキ
シル、メルカプト、カルボキシル、アルキル、アルコキシ、アミノ又はニトロで置換され
ていてもよく；
　Ｒ５及びＲ５’は各々独立してＨ又はアルキルであり；
　Ｒ６及びＲ６’は各々独立してＨ、アルキル、アリール又はアラルキルである］
の化合物、又はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２】
　環Ａが、式ＩＩ：

（上式中、Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４及びＱ５は独立してＣＲ９又はＮであり；ここで、Ｒ

９はＨ、アミノ、ヒドロキシル、メルカプト、ハロゲン、カルボキシル、アミジノ、グア
ニジノ、アルキル、アルコキシ、アリール、アリールオキシ、アシル、アシルオキシ、ア
シルアミノ、シクロアルキル又はヘテロ環であり；ここで、各アルキル、アルコキシ、ア
リール、アリールオキシ、アシル、アシルオキシ、アシルアミノ、シクロアルキル及びヘ
テロ環置換基は、ヒドロキシル、ハロゲン、メルカプト、カルボキシル、アルキル、ハロ
アルキル、アミノ、ニトロ、シクロアルキル、アリール又はヘテロ環で置換されてもよい
）を有する請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｑ１がＮであり、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４及びＱ５の各々がＣＲ９であり；ここで、Ｒ９がＨ
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、アミノ、ヒドロキシル、メルカプト、ハロゲン、カルボキシル、アミジノ、グアニジノ
、アルキル、アルコキシ、アリール、アリールオキシ、アシル、アシルオキシ、アシルア
ミノ、シクロアルキル又はヘテロ環であり；ここで、各アルキル、アルコキシ、アリール
、アリールオキシ、アシル、アシルオキシ、アシルアミノ、シクロアルキル及びヘテロ環
置換基は、ヒドロキシル、ハロゲン、メルカプト、カルボキシル、アルキル、ハロアルキ
ル、アミノ、ニトロ、シクロアルキル、アリール又はヘテロ環に置換されてもよい、請求
項２に記載の化合物。
【請求項４】
　環Ａが、式ＩＩ：

（上式中、Ｒ９はＨ、アミノ、ヒドロキシル、メルカプト、ハロゲン、カルボキシル、ア
ミジノ、グアニジノ、アルキル、アルコキシ、アリール、アリールオキシ、アシル、アシ
ルオキシ、アシルアミノ、シクロアルキル又はヘテロ環であり；ここで、各アルキル、ア
ルコキシ、アリール、アリールオキシ、アシル、アシルオキシ、アシルアミノ、シクロア
ルキル及びヘテロ環置換基は、ヒドロキシル、ハロゲン、メルカプト、カルボキシル、ア
ルキル、ハロアルキル、アミノ、ニトロ、シクロアルキル、アリール又はヘテロ環で置換
されてもよい）を有する、請求項２に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１及びＲ２が共に５－８員環を形成する請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ１がＨである請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ２がアルキル又はシクロアルキルである請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ２がイソプロピル、ｔ-ブチル、又はシクロヘキシルである請求項１に記載の化合物
。
【請求項９】
　Ｒ３がメチルである請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ４がＨ又はメチルであり、Ｒ４’がＨである請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ５及びＲ５が独立してＨ又はメチルである請求項１に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ６及びＲ６’が独立してＨ又はメチルである請求項１に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｘ１、Ｘ２及びＸ３の各々がＯである請求項１に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ１がＨであり；Ｒ２がイソプロピル、ｔ-ブチル、シクロヘキシルであり；Ｒ３がメ
チルであり；Ｒ４がＨ又はメチルであり、Ｒ４'がＨであり；Ｒ５及びＲ５’がＨ又はメ
チルであり；かつ、Ｘ１、Ｘ２及びＸ３がＯである、請求項２に記載の化合物。
【請求項１５】
　細胞にアポトーシスを誘導するための薬剤であって、請求項１に記載の化合物を含む薬
剤。
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【請求項１６】
　アポトーシスシグナルに対して細胞を感作させるための薬剤であって、請求項１に記載
の化合物を含む薬剤。
【請求項１７】
　前記アポトーシスシグナルが、シタラビン、フルダラビン、５-フルオロ-２'-デオキシ
ウリジン、ゲムシタビン、メトトレキセート、ブレオマイシン、シスプラチン、シクロホ
スファミド、アドリアマイシン(ドキソルビシン)、ミトキサントロン、カンプトテシン、
トポテカン、コルセミド、コルヒチン、パクリタキセル、ビンブラスチン、ビンクリスチ
ン、タモキシフェン、フィナステリド、タキソテール、及びマイトマイシンＣからなる群
から選択される化合物に前記細胞を接触させることにより誘導される、請求項１６に記載
の薬剤。
【請求項１８】
　前記アポトーシスシグナルが、Ａｐｏ２Ｌ／ＴＲＡＩＬに前記細胞を接触させることに
より誘導される、請求項１６に記載の薬剤。
【請求項１９】
　カスパーゼタンパク質へのＩＡＰタンパク質の結合を阻害するための薬剤であって、請
求項１の化合物を含む薬剤。
【請求項２０】
　哺乳動物において癌を治療するための医薬であって、請求項１に記載の化合物の有効量
を含む医薬。
【請求項２１】
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及びその薬学的に許容可能な塩からなる群から選択される化合物。
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